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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和1年6月27日(2019.6.27)

【公開番号】特開2016-224444(P2016-224444A)
【公開日】平成28年12月28日(2016.12.28)
【年通号数】公開・登録公報2016-070
【出願番号】特願2016-105859(P2016-105859)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/12     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/13     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ    9/12     ３１１　
   Ｇ０３Ｇ    9/12     ３２１　
   Ｇ０３Ｇ    9/12     　　　　
   Ｇ０３Ｇ   15/20     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月24日(2019.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体、
　色剤粒子を内包しているトナー粒子、及び、
　前記トナー粒子を内包し、前記トナー粒子で構成されているトナー像を前記記録媒体上
に定着させている硬化樹脂
を有する記録物であって、
　前記トナー粒子の平均円形度が、０．７０以上０．９９以下であり、
　前記トナー粒子が、前記硬化樹脂の表面から露出しておらず、
　隣接する前記トナー粒子同士の壁面間距離の平均が、１０ｎｍ以上１２５ｎｍ未満であ
る
ことを特徴とする記録物。
【請求項２】
　前記硬化樹脂が、エネルギー硬化性液体の硬化物である請求項１に記載の記録物。
【請求項３】
　前記エネルギー硬化性液体が、カチオン重合性モノマーを含む請求項２に記載の記録物
。
【請求項４】
　前記カチオン重合性モノマーが、ドデシルビニルエーテル、ジプロピレングリコールジ
ビニルエーテル、ジシクロペンタジエンビニルエーテル、シクロヘキサンジメタノールジ
ビニルエーテル、トリシクロデカンビニルエーテル、トリメチロールプロパントリビニル
エーテル、２－エチル－１，３－ヘキサンジオールジビニルエーテル、２，４－ジエチル
－１，５－ペンタンジオールジビニルエーテル、２－ブチル－２－エチル－１，３－プロ
パンジオールジビニルエーテル、ネオペンチルグリコールジビニルエーテル、ペンタエリ
スリトールテトラビニルエーテル及び１，２－デカンジオールジビニルエーテルからなる
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群より選択される少なくとも１種の化合物である請求項３に記載の記録物。
【請求項５】
　前記トナー粒子（Ｔ）と前記エネルギー硬化性液体（Ｄ）の比率（Ｔ／Ｄ×１００［％
］）が、質量基準で、２０％以上８０％以下である請求項２～４のいずれか１項に記載の
記録物。
【請求項６】
　前記トナー粒子の体積平均粒径が、０．２μｍ以上５μｍ以下である請求項１～５のい
ずれか１項に記載の記録物。
【請求項７】
　前記トナー粒子の体積平均粒径が、０．５μｍ以上１μｍ未満である請求項６に記載の
記録物。
【請求項８】
　前記壁面間距離の平均が、７５ｎｍ以上１２５ｎｍ未満である請求項１～７のいずれか
１項に記載の記録物。
【請求項９】
　前記色剤粒子が、顔料である請求項１～８のいずれか１項に記載の記録物。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の記録物を得るための画像形成方法であって、
　静電潜像を像担持体上に形成する静電潜像形成工程、
　前記色剤粒子を内包しているトナー粒子及びエネルギー硬化性液体を含む記録液によっ
て前記静電潜像を現像し、前記色剤粒子を内包しているトナー粒子で構成されているトナ
ー像を像担持体上に形成する現像工程、
　前記色剤粒子を内包しているトナー粒子で構成されている前記トナー像及び前記エネル
ギー硬化性液体を前記像担持体上から前記記録媒体上に転写する転写工程、並びに、
　前記エネルギー硬化性液体にエネルギーを与え、前記エネルギー硬化性液体を硬化させ
て前記硬化樹脂にすることによって、加圧することなく、前記トナー像を前記記録媒体上
に定着させて、前記記録物を得る定着工程
を有することを特徴とする画像形成方法。
【請求項１１】
　前記エネルギー硬化性液体が、紫外線硬化性液体であり、
　前記定着工程が、前記エネルギー硬化性液体に紫外線を照射し、前記エネルギー硬化性
液体を硬化させることによって、加圧することなく、前記トナー像を前記記録媒体上に定
着させる工程である
請求項１０に記載の画像形成方法。
【請求項１２】
　前記エネルギー硬化性液体が、カチオン重合性モノマーを含む請求項１０又は１１に記
載の画像形成方法。
【請求項１３】
　前記カチオン重合性モノマーが、ドデシルビニルエーテル、ジプロピレングリコールジ
ビニルエーテル、ジシクロペンタジエンビニルエーテル、シクロヘキサンジメタノールジ
ビニルエーテル、トリシクロデカンビニルエーテル、トリメチロールプロパントリビニル
エーテル、２－エチル－１，３－ヘキサンジオールジビニルエーテル、２，４－ジエチル
－１，５－ペンタンジオールジビニルエーテル、２－ブチル－２－エチル－１，３－プロ
パンジオールジビニルエーテル、ネオペンチルグリコールジビニルエーテル、ペンタエリ
スリトールテトラビニルエーテル及び１，２－デカンジオールジビニルエーテルからなる
群より選択される少なくとも１種の化合物である請求項１２に記載の画像形成方法。
【請求項１４】
　前記色剤粒子が、顔料である請求項１０～１３のいずれか１項に記載の画像形成方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、
　記録媒体、
　色剤粒子を内包しているトナー粒子、及び、
　前記トナー粒子を内包し、前記トナー粒子で構成されているトナー像を前記記録媒体上
に定着させている硬化樹脂
を有する記録物であって、
　前記トナー粒子の平均円形度が、０．７０以上０．９９以下であり、
　前記トナー粒子が、前記硬化樹脂の表面から露出しておらず、
　隣接する前記トナー粒子同士の壁面間距離の平均が、１０ｎｍ以上１２５ｎｍ未満であ
る
ことを特徴とする記録物である。
　また、本発明は、
　本発明の記録物を得るための画像形成方法であって、
　静電潜像を像担持体上に形成する静電潜像形成工程、
　前記色剤粒子を内包しているトナー粒子及びエネルギー硬化性液体を含む記録液によっ
て前記静電潜像を現像し、前記色剤粒子を内包しているトナー粒子で構成されているトナ
ー像を像担持体上に形成する現像工程、
　前記色剤粒子を内包しているトナー粒子で構成されている前記トナー像及び前記エネル
ギー硬化性液体を前記像担持体上から前記記録媒体上に転写する転写工程、並びに、
　前記エネルギー硬化性液体にエネルギーを与え、前記エネルギー硬化性液体を硬化させ
て前記硬化樹脂にすることによって、加圧することなく、前記トナー像を前記記録媒体上
に定着させて、前記記録物を得る定着工程
を有する画像形成方法である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　現像装置は、負に帯電した（ネガ帯電した）トナー粒子及びエネルギー硬化性液体（キ
ャリア液）を含む記録液を有し、記録液を現像スリーブに担持して感光ドラム２０へ搬送
する。現像スリーブに印加される電圧（現像バイアス）と感光ドラム２０の表面電位とで
形成される現像電界によって、記録液中のトナー粒子を感光ドラム２０上の静電潜像に付
着させて静電潜像をトナー像として可視化する（現像工程）。
　トナー像は、感光ドラム２０と一次転写ローラー６１との間の当接部６０において中間
転写ベルト７０上に一次転写される。
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